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令和6年6月6日

今
年
度
、
当
館
は
東
成
瀬

村
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て

の
展
示
を
企
画
し
て
い
ま

す
（
詳
細
は
５
頁
）

。江
戸
時
代
、
同
村
域
に
は

久
保
田
と
仙
台
を
最
短
で
結

ぶ
街
道
が
通
っ
て
お
り
、
手

倉
川
原
村
に
は
番
所
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
絵
図
左
は

当
館
の
絵
図
、
右
は
番
所
役

人
を
勤
め
た
菅
原
家
文
書
の

絵
図
で
す
。
描
か
れ
た
柵
に

藩
境
警
備
の
緊
張
感
を
感
じ

ま
す
。
ま
た
展
示
会
場
に
は

番
所
の
模
型
も
列
品
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
を
。

連
携
展

◆
文
書
と
絵
図
に
学
ぶ

ふ
る
里
の
歩
み

（
東
成
瀬
村
ま
る
ご
と
自
然
館
）

開
催
中
～
６
月

日
30

企
画
展

◆
東
成
瀬
村
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(

前
半)

８
月

日
～
９
月

日

22

23

(

後
半)

９
月

日
～

月
４
日

26

11

◆
公
文
書
館
講
座

●
古
文
書
解
読
講
座

月

日
・
７
月
５
日
・
７
月

日

６

28

12

●
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

５
月
９
日
・
６
月

日
・
７
月

日

13

11

８
月
８
日
・
９
月

日
・

月

日

12

10

10

月

日
・

月

日

11

14

12

12

◆
県
政
映
画
上
映
会

８
月

日
（
木

・

日
（
金
）

）

29

30

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

◆
平

日

９
時
～

時
19

土
日
祝
日

９
時
～

時
18

（

）

書
庫
内
資
料
の
利
用
申
請
は

時
ま
で

17

休
館
日
（
令
和
６
年
度
）

◆
毎
週
水
曜
日(

祝
日
の
場
合
は
木
曜
日)

年
末
年
始

月

日
～
１
月
３
日

12

28

特
別
整
理
期
間

１
月

日
～
１
月

日

16

28

休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

ま
た
は
当
館
内
の
掲
示
等
で
御
確
認
く
だ

さ
い
。

利
用
案
内

利
用
案
内

今
年
度
の
行
事
予
定

今
年
度
の
行
事
予
定



当
館
の
古
文
書
解
読
講
座
は
、
昭
和
46

年
（
１
９
７
１
）
に
旧
秋
田
県
立
秋
田
図

書
館
古
文
書
係
が
開
催
し
た
古
文
書
解
読

研
究
会
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
伝
統
あ
る
普
及

事
業
で
す
。
今
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座

は
、
下
表
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

初
級
者
向
け
の
第
１
・
２
回
で
は
、
当

館
が
翻
刻
刊
行
し
た
『
岡
本
元
朝
日
記
』

か
ら
、
く
ず
し
字
や
文
語
体
の
基
礎
を
学

び
ま
す
。
こ
の
日
記
の
原
本
は
大
変
読
み

や
す
い
く
ず
し
字
で
書
か
れ
、
し
か
も
興

味
深
い
記
事
が
多
く
初
級
者
向
け
の
内
容

で
す
。
第
３
回
は
武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
軍

学
書
か
ら
、
変
体
仮
名
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
ま
す
。

中
・
上
級
者
向
け
で
は
長
め
の
古
文
書

を
講
師
と
共
に
読
み
な
が
ら
、
テ
キ
ス
ト

の
背
景
に
あ
る
歴
史
的
背
景
か
ら
、
江
戸

時
代
の
秋
田
藩
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

今
年
度
は
５
月

日
（
火
）
か
ら
各
回

28

名
の
定
員
で
受
講
者
を
募
集
し
て
お
り

30ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

当
館
で
は
、
平
成
５
年(

１
９
９
３)

の

開
館
以
来
、
秋
田
藩
の
藩
政
資
料
を
翻
刻

・
刊
行
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら

は
９
代
藩
主
佐
竹
義
和
に
始
ま
る
藩
政
改

革
期
に
お
い
て
、
評
定
奉
行
や
学
館(

藩

校)

の
最
高
職
で
あ
る
祭
酒
な
ど
を
歴
任

し
た
野
上
陳
令(

１
７
７
４
～
１
８
４
６)

の

年
以
上
に
及
ぶ
日
記
を
刊
行
し
て
い

50
ま
す
。
藩
政
と
藩
学
の
両
面
で
活
躍
し
た

野
上
陳
令
の
生
涯
を
、
役
職
ご
と
に
ま

と
め
ら
れ
た
勤
中
日
記
で
辿
り
ま
す
。

第
一
巻
で
は
寛
政
５
年(

１
７
９
３)

の

学
館
勤
番
へ
の
抜
擢
、
享
和
元
年(

１
８、

０
１)

の
学
館
教
授
へ
の
昇
進
、
そ
し
て

文
化
６
年(

１
８
０
９)

の
財
用
吟
味
役
と

し
て
の
能
代
在
番
を
含
む
「
御
学
館
勤
番

日
記
」
を
収
録
し
ま
し
た
。

今
回
の
第
二
巻
に
は
「
御
副
役
御
用

そ
え
や
く

留
書

「
御
評
定
方
奉
行
御
用
留
書
」

」

。

「
町
方
御
用
留
書
」
を
収
録
し
ま
し
た

学
館
で
培
っ
た
論
理
性
と
生
来
の
生
真

面
目
さ
を
基
に
、
行
政
職
の
役
人
と
し

て
活
躍
す
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。

副
役
は
評
定
奉
行
の
補
佐
役
と
し
て

寛
政
期
に
新
設
さ
れ
た
役
職
で
す
が
、

評
定
奉
行
と
共
に
藩
政
改
革
の
推
進
職

と
も
言
う
べ
き
重
要
な
役
職
で
し
た
。

陳
令
が
評
定
奉
行
を
担
っ
た
文
化
文
政

期
は
、
前
代
か
ら
の
財
政
難
が
尾
を
引

き
、
盆
暮
れ
の
褒
美
を
支
給
し
な
い
旨、

が
家
老
に
よ
っ
て
仰
せ
渡
さ
れ
る
な
ど

財
政
立
て
直
し
に
向
け
た
藩
中
枢
部
の

覚
悟
が
窺
わ
れ
る
記
載
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
評
定
奉
行
と
兼
務
し
た

町
奉
行
は
久
保
田
市
中
お
よ
び
土
崎
湊、

の
民
政
と
警
察
職
務
を
管
轄
し
て
お
り

町
人
か
ら
の
届
出
・
願
だ
け
で
も
そ
の

取
り
扱
う
案
件
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
し、

た
。
酒
販
売
価
格
届
出
、
芝
居
興
行
願

、

捨
て
子
養
育
願
、
祭
煉
物
日
程
調
整
願

盗
難
御
吟
味
願
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

『
野
上
陳
令
日
記

第
二
巻
』
は
県
内

各
市
の
図
書
館
や
各
都
道
府
県
の
公
文

書
館
・
図
書
館
で
御
覧
い
た
だ
け
る
ほ

か
、
税
込
み
４
，
４
０
０
円
で
頒
布
も

し
て
お
り
ま
す
。
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
高
田
環
樹
】

公文書館だより第46号 2

令
和
６
年
度
古
文
書
解
読
講
座
の
開
催
に
あ
た
り

令和６年度の古文書解読講座（初級編）

級 回 時間 テーマ

第1回
10:30～
12:00

はじめてのくずし字（１）
－「岡本元朝日記」を題材に－

第2回
13:30～
15:00

はじめてのくずし字（２）
－「岡本元朝日記」を題材に－

第3回
10:30～
12:00

「甲陽軍鑑」で学ぶ変体仮名徹底攻略

第4回
13:30～
15:00

「御亀鑑」を読む
－秋府六・寛政元年9月2日条を中心に－

第5回
10:30～
12:00

「梅津政景日記」を読むⅡ
－山口啓二「近世初期秋田藩における鉱山町」をもとに－ 

第6回
13:30～
15:00

幕末の上書類を読む
－「秋藩建白類抄」－

実施日

初
級

6/28 (金)

7/5 (金)

中
・
上
級 7/12 (金)

翻
刻
本
『
野
上
陳
令
日
記
』
第
二
巻
刊
行
！

〒
〇
一
一-

〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇-

一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話
〇
一
八
（
八
八
八
）
三
五
〇
〇



当
館
で
は
令
和
六
年
三
月
に
『
野
上
陳
令
日
記
』
第

二
巻
を
刊
行
し
ま
し
た
。平
成
五
年
の
開
館
時
か
ら
続

く
翻
刻
・刊
行
事
業
の
一
環
で
す
。野
上
陳
令
は
藩
校

明
徳
館
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
祭
酒
も
最
終
的
に
は

勤
め
ま
し
た
が
、能
吏
と
し
て
も
奉
行
職
を
中
心
に
藩

政
に
深
く
関
わ
り
ま
し
た
。全
五
巻
の
構
成
で
、そ
の
多

彩
な
役
職
の
変
遷
を
辿
り
ま
す
。第
二
巻
で
は
文
化
文

政
期
に
お
け
る
評
定
奉
行
・久
保
田
町
奉
行
と
し
て
の

役
務
日
記
を
中
心
に
収
録
し
ま
し
た
。

今
回
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、「
町
方
御
用
留
書
」

か
ら
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
二
月
に
起
き
た
弘
前

藩
御
飛
脚
の
落
馬
致
死
の
一
件
で
す
。江
戸
へ
向
か
う

御
飛
脚
宮
川
源
蔵
と
三
浦
定
蔵
の
二
人
は
羽
州
街
道

に
沿
っ
て
秋
田
領
内
を
南
下
し
、大
久
保
村
宿
駅
（
潟

上
市
昭
和
）
で
馬
を
乗
り
継
ぎ
ま
す
。そ
の
後
、一
里
ほ

ど
離
れ
た
下
刈
村
（
秋
田
市
金
足
）
で
三
浦
定
蔵
が
落

馬
に
よ
り
重
傷
を
負
い
、さ
ら
に
、そ
こ
か
ら
四
里
ほ
ど

の
距
離
に
あ
る
久
保
田
城
下
馬
口
労
町
の
旅
籠
津
軽

ば

く

ろ

う

ま

ち

屋
に
駕
籠
で
運
ば
れ
ま
す
。飛
脚
宿
・御
使
者
宿
も
兼

ね
る
津
軽
屋
で
は
、夕
方
か
ら
医
師
に
よ
る
治
療
を
施

し
ま
す
が
、定
蔵
は
日
付
が
変
わ
る
頃
に
亡
く
な
り
ま

す
。そ
し
て
、宿
か
ら
町
奉
行
に
届
け
が
出
さ
れ
、に
わ

か
に
町
奉
行
陳
令
の
周
辺
が
慌
た
だ
し
く
な
り
ま
す
。

こ
の
一
件
を
時
系
列
に
ま
と
め
ま
す
。

十
八
日

馬
継
ぎ
立
て
（
大
久
保
村
）

十
八
日

落
馬
（
下
刈
村
）

死
亡
（
馬
口
労
町
）

検
使
派
遣

二
十
日

検
使
見
分
書
受
取
り

二
十
一
日

弘
前
藩
町
奉
行
へ
書
状
を
送
る

二
十
六
日

弘
前
藩
か
ら
の
返
書
が
届
く

二
十
九
日

弘
前
藩
へ
書
状
を
送
る

落
馬
か
ら
十
日
余
り
後
の
弘
前
藩
へ
の
書
状
差
し
出
し

で
、一
件
落
着
と
な
り
ま
す
。そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
驚
か
さ

れ
ま
す
が
、二
月
二
十
日
の
検
使
見
分
書
に
そ
の
理
由
を

感
じ
ま
す
。内
容
は
宿
主
津
軽
屋
太
右
衛
門
の
証
言
で
す
。

（
於
大
）
久
保
村
馬
継
立
候
所
、大
久
保
村
役
人

願
候
は
今
日
当
所
祭
礼
ニ
而
人
不
足
ニ
御
坐
候

間
口
取
壱
人
ニ
而
承
呉
候
様
頼
候
得
共
、不
相
成

段
御
飛
脚
之
者
申
聞
候
得
共
、壱
人
参
候
而
同
役

定
蔵
落
馬
怪
我
致
ニ
付
中
野
村
（
以
下
略
）

馬
乗
り
継
ぎ
の
大
久
保
村
で
は
当
日
祭
礼
が
あ
り
、人

手
不
足
を
理
由
に
手
綱
を
引
く
口
取
役
を
惜
し
み
ま
す
。

結
果
と
し
て
、二
頭
の
馬
を
一
人
で
は
さ
ば
き
き
れ
ず
、事

故
が
起
こ
っ
た
よ
う
で
す
。し
か
も
、御
飛
脚
の
指
示
に
も

逆
ら
っ
た
形
で
し
た
。大
久
保
村
で
の
や
り
と
り
は
旅
籠
で

も
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。宿
主
太
右
衛
門
は
大

久
保
村
役
人
の
不
手
際
を
訴
え
て
い
ま
す
。

こ
の
過
失
に
対
す
る
弘
前
藩
の
反
応
を
恐
れ
た
こ
と
が

迅
速
な
報
告
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。そ
の
誠
意
あ
る

対
応
に
弘
前
藩
も
応
じ
ま
す
。二
十
六
日
着
の
弘
前
藩
か

ら
の
返
書
の
内
容
で
す
。

(

略
）
尚
大
久
保
村
役
人
取
糺
之
儀
ハ
堅
御
断
致

候
由
申
来
候
（
略
）

村
役
人
へ
の
追
及
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。元
々
、他
藩
と
の
軋
轢
は
望
ま
な
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か

ら
、双
方
が
仁
義
を
尽
く
し
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、こ
の
一
件
は
、弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵

の
「
弘
前
藩
庁
日
記
」
で
も
確
認
で
き
ま
す
。ウ
ェ
ブ
上
で

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。藩
政

の
公
式
記
録
で
す
の
で
、丁
寧
で
読
み
や
す
い
文
字
で
す
。

当
館
に
は
な
い
「
御
検
使
見
分
書
」
の
内
容
も
全
文
に
わ
た

っ
て
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
高
田
環
樹
】

公文書館だより第４６号 3

弘
前
藩
御
飛
脚
落
馬
一
件

「
野
上
陳
令
日
記
」
よ
り



ご
承
知
の
よ
う
に
佐
竹
北
家
は
、
佐
竹
一
門
で
あ
る

と
と
も
に
、
角
館
の
所
預
と
し
て
藩
政
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
し
た

「
北
家
日
記
」
の
随
所
に
当

。

主
の
一
門
筆
頭
と
し
て
の
「
自
負
」
が
窺
わ
れ
ま
す
。

北
家
が
角
館
の
所
預
と
な
っ
た
の
は
明
暦
二
年
と
い

、

「

」

わ
れ
て
い
ま
す
が

そ
の
統
制
下
に

角
館
本
御
家
中

と
よ
ば
れ
る
一
団
が
あ
り
ま
し
た

「
国
典
類
抄
」
後

。

編
雑
部
二
八
の
「
角
館
本
御
家
中
取
扱
」
と
い
う
見
出

し
の
注
に
「
考
、
角
館
本
御
家
中
と
は
、
本
芦
名
御
家

も
と

中
、
其
後
式
部
少
輔
様
江
被
附
置
、
慈
雲
院
様
御
本
家

相
続
後
、
本
形
り
ニ
被
仰
付
候
（
ル
ビ
は
筆
者

」
と

）

も
と

な

あ
り
、
佐
竹
氏
入
部
当
初
所
預
で
あ
っ
た
芦
名
氏
の
断

絶
後
、
式
部
少
輔
家
の
統
制
下
に
置
か
れ
、
慈
雲
院
様

（
佐
竹
義
堅
）
が
五
代
藩
主
義
峰
の
嗣
と
な
っ
て
式
部

少
輔
家
の
一
万
石
が
宗
家
に
返
上
さ
れ
た
あ
と

「
本

、

御
家
中
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま

。

、

、

す

な
お

義
堅
は
義
峰
に
先
立
っ
て
没
し
た
た
め
に

義
堅
の
子
が
六
代
藩
主
義
真
に
な
り
ま
し
た
。

角
館
本
御
家
中
は
、
角
館
に
居
住
す
る
秋
田
藩
の
直

臣
で
「
久
保
田
住
居
同
然
ニ
格
別
之
差
別
無
之

（

国

」
「

典
類
抄
」
後
編
雑
部
二
八

「
角
館
本
御
家
中
取
扱
」

、

天
明
三
年
正
月
十
八
日
条
）
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

額
面
通
り
に
は
い
か
な
い
側
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
北
家
日
記
」
五
三
九
・
寛
政
九
年
六
月
十
六
日
条

に
よ
る
と
、
北
家
の
屋
敷
番
矢
野
清
兵
衛
か
ら
の
「
用

書
」
で
「
当
十
二
日
於
御
用
所
赤
坂
源
太
・
豊
田
宇
左

衛
門
を
以
、
角
館
本
御
家
中
名
目
御
吟
味
之
上
角
館
住

居
と
被
相
改
、
右
差
引
役
ハ
角
館
諸
士
差
引
役
と
被
仰

付
候
」
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
（
赤
坂
源

太
は
評
定
奉
行
、
豊
田
宇
左
衛
門
は
副
役

。
日
記
に

）

引
用
さ
れ
た
「
用
書
」
で
は
十
二
日
と
な
っ
て
い
ま
す

が

「
佐
竹
家
譜
」
や
「
御
亀
鑑
」
を
見
る
と
、
こ
の

、
変
更
は
六
月
八
日
の
記
事
に
あ
り
ま
す
。
特
に
「
御
亀

鑑
」
秋
府
一
四
の
同
年
六
月
八
日
条
で
は
「
今
日
於
御

用
所
大
越
十
郎
兵
衛
（
月
番

・
今
泉
三
右
衛
門
（
郡

）

）

」

奉
行
・
御
評
定
奉
行
兼
帯

・
御
副
役
豊
田
宇
左
衛
門

に
よ
り
「
御
書
付
を
以
仰
渡
候
」
と
あ
り
、
評
定
奉
行

と
副
役
の
名
前
も
矢
野
清
兵
衛
の
「
用
書
」
と
違
い
、

情
報
伝
達
の
過
程
は
検
討
が
必
要
で
す
。

九
代
藩
主
義
和
の
初
入
部
は
寛
政
元
年
、
こ
の
年
の

九
月
二
日
に
「
評
定
奉
行
」
の
新
設
を
含
む
組
織
改
革

が
示
さ
れ
ま
し
た
（

御
亀
鑑
」
秋
府
六

。
そ
の
後
、

「

）

寛
政
五
年
に
学
館
設
置
、
寛
政
七
年
に
郡
奉
行
再
設
置

と
い
っ
た
「
改
革
」
が
進
行
す
る
な
か
で
、
寛
政
九
年

六
月
に
「
角
館
本
御
家
中
」
は
「
角
館
住
居
」
と
名
称

が
変
更
さ
れ
た
の
で
し
た
。
こ
の
変
更
も
藩
政
に
お
け

る
所
預
の
役
割
の
変
遷
を
考
え
る
材
料
の
一
つ
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
「
本
御
家
中
」
の
「
本
」
の
読
み
は
「
ほ

ん
」
か
「
も
と
」
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が

「
北
家

、

日
記
」
五
三
二
・
寛
政
五
年
正
月
十
三
日
条
に
「
当
九

日
於
御
用
処
山
方
太
郎
左
衛
門
・
那
可
（
珂
）
長
左
衛

門
立
会
ニ
而
、
与
下
君
田
惣
六
へ
元
御
家
中
三
森
市
左

衛
門
実
次
男
藤
吉
養
子
願
之
通
被
仰
付
候
旨
、
但
馬
被

申
渡
候
由

（
左
側
の
写
真
参
照
）
と
あ
り
ま
す
。
こ

」

の
記
事
中
の
「
但
馬
」
は
月
番
家
老
岡
本
但
馬
、
山
方

太
郎
左
衛
門
は
評
定
奉
行
、
那
可
（
珂
）
長
左
衛
門
は

副
役
で
す
。
三
森
市
左
衛
門
は
「
北
家
日
記
」
五
三
一

・
寛
政
四
年
十
一
月
十
三
日
・
同
二
十
七
日
条
で
は

「
本
御
家
中
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
も

、

と
御
家
中
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
事
例
と
し
て
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

、

「

」

「

」

が

他
に

元
御
家
中

と
い
う
表
記
は

北
家
日
記

四
八
一
・
安
永
八
年
三
月
十
一
日
条
に
も
見
え
ま
す
。

古
文
書
を
読
む
際
、
史
料
に
見
え
る
言
葉
が
当
時
ど

う
読
ま
れ
て
い
た
の
か
を
判
断
す
る
の
は
非
常
に
む
ず

か
し
い
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
さ
さ
や
か
な
事
例
か
ら

推
測
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
伊
藤
勝
美
】
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角
館
本
御
家
中
に
つ
い
て

と
っ
て
お
き
の
話



今
年
度
、
当
館
で
は
東
成
瀬
村
教
育
委

員
会
と
連
携
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

そ
の
第
一
弾
が
、
東
成
瀬
村
ま
る
ご
と

自
然
館
で
開
催
し
て
い
る
「
文
書
と
絵
図

に
学
ぶ

ふ
る
里
の
歩
み
」
展
で
す
。

東
成
瀬
村
は
、
明
治

年
（
１
８
８

22

９
）
に
誕
生
し
た
秋
田
県
南
部
、
奥
羽
山

脈
の
麓
に
あ
る
村
で
す
。
江
戸
時
代
は
仙

台
藩
領
と
接
し
て
お
り
、
村
内
に
は
久
保

田
と
仙
台
を
結
ぶ
街
道
が
通
っ
て
い
ま
し

た
。
仙
台
藩
領
の
人
は
、
こ
の
道
を
「
仙

北
（
街
）
道
」
と
呼
び
、
秋
田
藩
領
の
人

は
「
仙
台
（
街
）
道
」
と
呼
ん
で
い
ま
し

た
。
秋
田
藩
・
仙
台
藩
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成

し
た
藩
境
の
山
並
み
を
描
い
た
絵
図
を
見

る
と
、
多
く
の
旅
人
が
行
き
交
っ
た
在
り

し
日
の
街
道
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

現
在
、
東
成
瀬
村
教
育
委
員
会
で
は
、

村
内
に
残
る
古
文
書
の
調
査
を
進
め
て
お

り
、
手
倉
番
所
の
役
人
を
勤
め
た
菅
原
家

文
書
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

山
を
越
え
る
一
つ

の
道
に
つ
い
て
、

県
と
村
双
方
が
資

料
を
列
品
し
、
新

た
な
歴
史
像
を
提

示
し
て
い
ま
す
。

会
期
は
６
月
30

日
（
日
）
ま
で
。

午
前
９
時
～
午
後

４
時

分
、
会
期

30

中
無
休
、
観
覧
料

無
料
。

皆
さ
ま
の
ご
来

場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
畑
中
康
博
】

▲左 仙台藩作成の「仙台領秋田領縁絵図 （県C-348）」（部分）

右 秋田藩作成の「秋田領仙台領縁絵図 （県C-349）」（部分）

県
立
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
抜
け
た

先
に
あ
る
の
が
、
秋
田
県
公
文
書
館
の
閲

覧
室
で
す
。

ま
ず
目
に
入
る
の
が
県
政
映
画
上
映
の

モ
ニ
タ
ー
で
す
。
過
去
に
制
作
さ
れ
た
県

政
ニ
ュ
ー
ス
の
映
像
を
流
し
て
い
ま
す
。

見
る
人
が
見
れ
ば
、
ま
れ
に
自
分
自
身
が

映
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分

の
親
や
祖
父
母
の
姿
を
見
つ
け
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
隣
に
あ
る
の
が
絵
図
検
索
モ
ニ
タ

ー
で
す
。
絵
図
検
索
モ
ニ
タ
ー
で
は
色
彩

豊
か
な
絵
図
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
印
刷

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
カ
メ
ラ
で
の
画
面
撮

影
は
可
能
で
す
。
ま
た
、
一
部
の
絵
図
に

つ
い
て
は
、
有
料
で
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

絵図検索モニター

絵
図
検
索
モ
ニ
タ
ー
の
向
か
い
に
あ
る

の
が
資
料
検
索
用
パ
ソ
コ
ン
。
操
作
方
法

が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
職

員
に
一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。
キ
ー
ワ
ー

ド
を
入
れ
て
検
索
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
、
様
々
な
資
料
名
が
出
て
き
ま
す
。

気
に
な
る
資
料
名
を
見
つ
け
た
ら
申
請
書

を
印
刷
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
提
出
す
れ
ば
、

保
管
し
て
い
る
書
庫
か
ら
職
員
が
原
本
を

持
ち
出
し
、
目
的
の
資
料
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
資
料
は
撮
影
可
能
で
す

の
で
、
カ
メ
ラ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

閲
覧
室
の
書
架
に
並
ん
で
い
る
資
料

（
複
製
本
、
研
究
紀
要
等
）
は
、
自
由
に

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
中
田
暁
】

資料検索用パソコン
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「
文
書
と
絵
図
に
学
ぶ

ふ
る
里
の
歩
み
」
展

よ
う
こ
そ
！

閲
覧
室
へ



県
指
定
有
形
文
化
財
の
旧
松
倉
家
住
宅

、

、

は

藩
政
時
代
に
伝
馬
役
を
仰
せ
つ
か
り

明
治
以
後
も
馬
市
が
立
っ
た
旧
馬
口
労
町

の
商
家
の
建
物
で
す
。
主
屋
は
、
火
災
に

遭
い
明
治

年
（
１
９
０
６
）
に
再
建
さ

39

れ
ま
し
た
。
米
蔵
は
天
保

年
（
１
８
３

10

）

。

９

以
前
の
建
築
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す

当
館
は
秋
田
市
の
依
頼
を
受
け
て
、
旧

松
倉
家
住
宅
の
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
お

か
げ
さ
ま
で
１
周
年

松
倉

Anniversar

」

、

（

）

（

）

y

で

３
月
９
日

土

か
ら

日

日

24

ま
で
出
張
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
主
屋

で
は

「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
の
原
寸
大

、

複
製
パ
ネ
ル
を
畳
の
上
に
敷
い
て
展
示
し

ま
し
た
。
絵
図
を
座
敷
に
広
げ
て
見
て
い

た
藩
政
時
代
の
本
来
の
見
方
を
来
場
者
に

体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

米
蔵
に
入
る
と
、
秋
田
市
所
蔵
の
「
松

倉
家
日
記
」
原
本
が
来
館
者
を
出
迎
え
る

趣
向
で
、
明
治
時
代
の
松
倉
家
の
歴
史
を

語
る
形
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
壁
面
に

は
県
指
定
有
形
文
化
財
の
久
保
田
城
下
絵

図
の
複
製
の
数
々
を
、
時
代
順
に
並
べ
ま

し
た
。
城
下
絵
図
に
は
馬
口
労
町
の
位
置

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
描
か

れ
た
城
下
絵
図
を
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ

た
米
蔵
の
中
で
鑑
賞
、
し
か
も
両
方
と
も

文
化
財
、
当
館
に
と
っ
て
も
開
館
以
来
の

贅
沢
な
企
画
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

中
央
に
は
県
指
定
有
形
文
化
財
「
秋
田
県

行
政
文
書
」
か
ら
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
旧

馬
口
労
町
を
記
録
し
た
明
治
・
大
正
・
昭

和
の
簿
冊
の
原
本
を
展
示
し
ま
し
た
。

会
期
中
、
来
場
者
数
は
２
６
０
２
人
に

な
り
、
３
月

日
（
日
）
と
最
終
日

日

10

24

（
日
）
に
当
館
展
示
担
当
者
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
柴
田
知
彰
】

秋
田
県
で
は
、
昭
和

年
代
、

～
30

50

県
の
事
業
の
紹
介
、
県
内
各
地
域
の
生

活
や
文
化
、
産
業
な
ど
様
々
な
話
題
を

「
県
政
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
制
作
し
、

映
画
館
等
で
上
映
し
て
お
り
ま
し
た
。

本
編
映
画
の
幕
あ
い
な
ど
に
上
映
さ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
当
館
で
は
そ
れ
ら
映
像
を
約

３
０
０
本
保
管
し
て
お
り
、
そ
の
一
部

を
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
で
き
る

上
映
会
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
８
月

日
と

日
の
両

29

30

、

、

日

当
館
３
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

県
政
映
画
上
映
会
を
予
定
し
て
お
り
ま

「
秋
田
昭
和
の
時
代

映
像
ア
ー
カ

す
。

イ
ブ
」
と
し
て
、
昭
和

年
・

年
代

30

40

に
上
映
さ
れ
た
郷
土
秋
田
の
懐
か
し
い
ニ

ュ
ー
ス
映
像
数
本
の
上
映
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
当
館
に
足
を
お
運
び

【

】

の
上

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い

、

。
赤
塚
由
次 上映会風景

今
年
度
か
ら
編
集
に
加
わ
り
ま

。

。

し
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

公
文
書
館
勤
務
２
年
目
と
い
う

こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
が
必
要

な
状
態
で
す
。

公
文
書
館
に
は
膨
大
な
資
料
が
あ
り
、

内
容
も
様
々
で
す
。
古
文
書
や
絵
図
か
ら

明
治
大
正
時
代
の
公
文
書
。
近
代
の
公
文

書
や
行
政
刊
行
物

「
こ
ん
な
文
書
も
あ

。

る
の
か

「
こ
れ
は
ど
ん
な
時
に
使
う
の

」

か
な
？
」
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
も
「
こ
ん
な
文
書
も
あ
る
の
か

な
？
」
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
、
公
文
書
館

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
職
員
一
同
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
中
）
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「
出
張
！
秋
田
県
公
文
書
館
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「
出
張
！
秋
田
県
公
文
書
館
」

の
中
で
、

を
展
示

の
中
で
、

を
展
示

文
化
財
の
建
物

文
化
財
の
絵
図

文
化
財
の
建
物

文
化
財
の
絵
図

の
中
で
、

の
中
で
、

当
館
Ｘ

旧
ツ
イ
ッ
タ
ー)

（

は
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
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